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章 節 項 (1) (ｱ) (a) ① ㋐ 表

3 3 3 (3) 表3.3.9
(注) ２．Ｐ０ＤＩ工法工法の場合で、アスファルトプ
ライマーの吸い込みが著しく、工程１の使用量で
不足する場合は、監督職員と協議する。

(注) ２．Ｐ０ＤＩ工法の場合で、アスファルトプライ
マーの吸い込みが著しく、工程１の使用量で不足
する場合は、監督職員と協議する。

3 7 2 (4)
・・・、外装壁タイル接着剤張りに用いるシーリング
材は4.4.8 ［タイル張替え工法](9)(ｲ) による。

・・・、外装壁タイル接着剤張りに用いるシーリング
材は4.4.5 ［材料](4)(ｵ)(c)による。

4 4 5 (5) (ｲ) シーリング材等は、3.7.2 ［材料］及び(4)(c)による。
シーリング材等は、3.7.2 ［材料］及び(4)(ｵ)(c)によ
る。

5 9 3 (4) 表5.9.6 開閉速度(注）２ 開閉速度(注）３

6 11 4 (1) (a) ② ㋐ 表層厚さ、幅及び長さは、表6.11.2による。 厚さ、幅及び長さは、表6.11.1による。

6 15 5 (3)
コンクリート壁面に高圧水洗処理で目荒しを行う
場合は、4.4.9［モルタル塗替え工法］(3)の(ｳ)及び
(ｴ)による。

コンクリート壁面に高圧水洗処理で目荒しを行う
場合は、4.3.10[モルタル塗替え工法](3)の(ｳ)及
び(ｴ)による。

6 15 6 (3) (ｱ) (b)
床は、6.16.4 (5)(ｲ)(c)の場合を除き、(2)による。た
だし、表面は、木ごてで仕上げる。

床は、6.16.3 (5)(ｲ)(c)の場合を除き、(2)による。た
だし、表面は、木ごてで仕上げる。

6 16 3 (5) (ｱ) (b)
目荒し工法による下地処理を行う場合は、6.15.5
(3)(ｲ)(a)による。

目荒し工法による下地処理を行う場合は、6.15.5
(3)による。

6 16 3 (5) (ｱ) (d) 壁タイル下地面の精度は、6.15.6 (3)(ｲ)③による。
壁タイル下地面の精度は、6.15.6 (3)(ｲ)(a)③によ
る。

7 4 3 (1) (ｲ)
８節の場合は、種別 は特記による。特記がなけれ
ば、新規に塗る場合はＡ種とする。

８節の場合は表7.4.4.により、種別 は特記によ
る。特記がなければ、新規に塗る場合はＡ種とす
る。

8 17 3 (ｱ)
工事現場で組み立てた接合部の下地調整は、表
7.3.2［鉄鋼面の下地調整］によるＲＣ種とし、工場
塗装と同種の錆止め塗料により塗装する。

工事現場で組み立てた接合部の下地調整は、表
7.2.2［鉄鋼面の下地調整］によるＲＣ種とし、工場
塗装と同種の錆止め塗料により塗装する。

8 17 3 (ｳ)
錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、表7.3.2によ
るＲＢ種の下地調整を行った上、錆止め塗料で補
修する。

錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、表7.2.2によ
るＲＢ種の下地調整を行った上、錆止め塗料で補
修する。

9 1 4 (2) (ｱ)
石綿含有保温材等の除去は、9.1.3 (2)(ｱ)(a)によ
り、原形のまま、手ばらしで行う。

石綿含有保温材等の除去は、9.1.3 (2)(ｱ)により、
原形のまま、手ばらしで行う。
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4 5 2 (11) 正
表4.5.1
（その２）
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